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球陽高校
SSH通信 どんなに悔いても過去は変わらない。

どれほど心配したところで未来もどうなるものでもない。
いま、現在に最善を尽くすことである。

松下幸之助

偉人の言葉

lanetP

研究構想発表会

国際探究Ⅰ

7月12日、14日に国際英語科2年生で取り組んでいる「国際探究Ⅰ」の研究構想発表会がありました。
今年はSDGsの17つの目標を基本に、沖縄21世紀ビジョンが掲げる沖縄の将来像からテーマを着想
し、７つの分野で探究活動を行います。昨年度に引き続き、琉球大学の先生方に「探究アドバイ
ザー」として、国際英語科の探究活動にご協力いただいています！今回の発表会にも参加してもら
い、熱心にアドバイスをしていただきました。琉球大学の先生方からのアドバイスや発表会を通し
て得た気付きをこれからの活動に生かしていきましょう！
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●サスティナブルファッションについて
●グリーンアノールの拡大抑制・問題認知
について

●災害に強い街づくり
●人獣共通感染症について

●島くとぅばをteenの流行に
●文化継承（方言）
●沖縄の貧困
●沖縄の貧困について

●沖縄の学生の登校頻度と学力の関係性につ
いて

●沖縄の教育に関する貧困を改善する研究
●高校生にとっての夏休みの課題の意義の研
究

●沖縄の教育格差

●日本における同性婚の壁
●発達障害の不平等を無くすには
●日本社会における男女格差の現状
●パートナーシップ制度導入の課題と現状
●日本の同性婚

●基地の存在意義
●銃社会のメリット・デメリット
●殺人事件の加害者家族が担う責任と
今後の人生

●少年犯罪の実態

琉大の先生方のコメント

●良い着眼点を持って、今取り組むべき
問題に向き合っているグループが多く
最終発表が楽しみです。

●目的・意義・手法を論理的に組み立て
ていかないと研究自体が調べ学習に
なってしまいますので、研究の最初の
部分をきちんと組み立てておきましょ
う。

●まだまだ知識が足りない部分が多い印
象なので、インターネットだけでなく、
書籍や論文などから足りない知識や情
報を集める意識を持ってほしいです。
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●世界の貧困による医療格差
●沖縄県の離島医療問題
●アフガニスタンの医療
●沖縄の学生の貧困

rosperityP
●沖縄の外国人観光客において言語の壁を
減らすには
●沖縄観光の現状
●コロナ収束後の沖縄の国内観光客数を増
やすために
●沖縄の観光と経済の関係性
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探究アドバイザーの
先生方


